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1. はじめに 

近年、複数の利用者が車両を共同利用するシステムが

注目を浴びている[1]。本稿では、自動車を共有するカー

シェアリングシステムに注目する。現行のカーシェアリ

ングシステムは車両の乗車と返却を同じ拠点で行うシン

グルデポ型である。本研究では、複数の拠点間で乗り降

りが可能なマルチデポ型を採用し、相乗りを考慮した新

しいカーシェアリングシステムを提案し評価する。マル

チデポ型で問題となる車両数の偏りや不足を改善するた

め、目的地が異なる複数の利用者が同一の車両で移動す

る相乗り方式を導入する。幅優先探索により、相乗りを

考慮した複数の経路候補を列挙し、その中から効果が最

大となる経路を選択することで相乗り相手を決定する。 

2. 相乗りマルチデポ型カーシェアリング 

2.1. シミュレーションモデル 
正方形の実施エリア内に複数の拠点を配置する。利用

者は実施エリア内でランダムな位置に発生し、カーシェ

アリングを利用して目的地に向かう。図１にモデルの例

を示す。エリア内に 6 箇所の拠点（d1~d6）が配置され、

４人の利用者（u1～u4）が発生している。u4 は d4 で待機

している。u1 の目的地を図の a 地点とすると目的地まで

の最短経路は[d6 → d3 → a ]となる。しかし、相乗りを優

先すると [d6 → d4 → d3  → a ]が選択される。 

 

図１ カーシェアリングのモデル例 

2.2 幅優先探索による相乗り経路の決定 

経路探索手法として幅優先探索を用いる。幅優先探索

は、グラフの根ノードから探索をはじめ、隣接するノー

ドに対して探索を繰り返すことで、目的の解を発見する

探索法である。本システムでは、相乗り経路を探索する

ため、探索路において同じノードを 2回以上展開した場合

も探索を停止する。経路発見後も、同様の処理を繰り返

すことで全経路を列挙する。最後に、列挙された経路に

ついて、式(1)で経路の評価値 V を算出し、最も評価の高

い経路を選択する。ここで、dis( p , p’)は、実施エリア内

の 2 点間（p、p’）の距離を表す。また、経路上において

辿る拠点を s1、s2, …,smと表している。さらに、Vc は車両

速度、Aは対象経路における相乗り回数、Wは相乗りに対

する評価重みである。この評価重みにより、最短経路と

相乗り経路のバランス調整が可能となる。 

 (1) 

3. シミュレーション 

相乗りの評価重みを 0から 3まで変化させ、表１に示す

６パターンのパラメータ設定で、利用者の平均移動時間

を調べた（図２）。いずれのパターンにおいても相乗り

評価重みを大きくすることで、相乗り回数が増加し、平

均移動時間が短縮された。しかし、相乗り評価重みが１

を超えると平均移動時間は収束し、相乗りによる効果は

得られなかった。これは、相乗りによる経路長の増加が

原因と考えられる。 

表１ パラメータ設定 

パターンパターンパターンパターン    (a) (b) (c) (d) (e) (f) 

拠点数拠点数拠点数拠点数    ４ 5 6 4 5 6 

各拠点各拠点各拠点各拠点のののの    

初期配置車両数初期配置車両数初期配置車両数初期配置車両数    
2 5 

利用者発生率利用者発生率利用者発生率利用者発生率 2% 
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図２ 平均移動時間 

4. まとめ 

利便性の高いカーシェアリングシステムとして、マル

チデポ型カーシェアリングに注目し、車両の偏り・不足

を改善するため相乗り方式を導入した。幅優先探索によ

り、相乗りを考慮した経路を列挙し、評価値が最も高い

経路を選択した。相乗りを導入することで少ない車両台

数でも、利用者の移動時間を効果的に短縮させることが

できた。 
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